
李
賀
詩
に
お
け
る
「
龍
」
字
に
つ
い
て

薄

井

信

治

〉
ω
ε
身
O
h
'
'
い
琶
ひ
q
諮
鱒
冒
夢
Φ
勺
。
卑
曙
o
h
団
国
⑪
療
漉

ω
互
一
d
ω
¢
一

5

一
 
は
じ
め
に

 
李
賀
(
七
九
一
～
八
一
七
)
の
詩
に
妖
怪
が
多
く
出
て
く
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
数

も
多
い
が
種
類
も
豊
富
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
龍
」
は
6
0
例
、
龍
の
一
種
で
あ
る
「
鮫
」
は
6
例

(
う
ち
蚊
龍
が
2
例
V
、
亡
霊
を
表
わ
す
「
鬼
」
は
1
0
例
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
字
だ
け
で
は
な

く
、
詩
中
の
文
脈
に
よ
っ
て
妖
怪
と
見
な
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
放
妾
懸
魚
撤
波

 
 
せ
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
う

去
 
妾
を
放
ち
魚
に
騎
り
波
を
撤
っ
て
去
ら
し
む
」
(
巻
二
 
宮
娃
歌
)
の
「
魚
」
は
普
通
サ
イ

ズ
の
魚
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
妖
怪
変
化
の
類
で
あ
る
。

 
李
賀
の
詩
を
特
徴
づ
け
る
こ
れ
ら
の
妖
怪
が
詩
中
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
か
を
探
っ
て
い
く
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
富
加
貝
詩
の
発
想
の
一
端
を
つ
か
め

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
本
文
で
は
、
用
例
の
多
い
「
龍
」
の
字
を
取
り
上
げ
、
分
類
し
た
後
、
詩
の
発
想
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

二
 
想
像
上
の
動
物
と
し
て
の
龍

 
龍
は
神
話
や
伝
説
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
想
像
上
の
動
物
で
あ
る
。
李
賀
に
は
神
話
や
伝
説

を
題
材
に
し
た
詩
が
多
く
、
そ
こ
で
は
龍
も
神
話
的
伝
説
並
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

①
轍
鰍
赤
帝
騎
龍
來
(
巻
一
 
河
南
府
試
十
二
月
樂
詞
六
月
)
1
赤
帝
は
夏
を
掌
る
神
。

②
義
氏
和
氏
迂
龍
轡
(
巻
一
 
河
南
府
試
十
二
月
樂
詞
閏
月
)
1
義
尊
霊
氏
は
義
和
を
二

 
 
つ
に
分
け
て
言
っ
た
も
の
。
義
和
は
日
輪
の
御
者
で
あ
り
、
龍
に
ひ
か
せ
て
い
る
。

③
青
龍
耕
煙
種
瑠
草
(
巻
一
 
天
上
謡
)
1
前
の
句
に
「
王
子
笙
を
吹
い
て
鵡
管
長
し
」

 
 
と
あ
る
。
王
子
は
仙
人
の
王
子
喬
の
こ
と
だ
か
ら
、
龍
を
呼
ぶ
の
は
仙
人
で
あ
る
。

④
青
龍
怨
吟
寒
水
光
(
巻
一
 
三
子
歌
)
l
l
三
子
は
天
帝
の
二
女
。

⑤
閑
取
眞
珠
郷
過
度
(
巻
一
 
帝
子
歌
)
1
龍
堂
は
河
伯
の
住
居
。

⑥
涼
夜
波
間
三
論
龍
(
巻
一
 
湘
妃
)
1
湘
妃
は
水
神
。

⑦
下
置
卿
燭
龍
(
巻
三
 
苦
書
短
)
1
桜
山
の
神
。

⑧
吾
専
業
龍
足
(
巻
三
 
曝
書
短
)
1
燭
龍
の
足
。

⑨
囑
龍
馬
(
製
麺
 
苦
書
短
)
1
燭
龍
の
肉
。

⑩
不
如
却
使
青
龍
去
(
外
集
 
神
仙
曲
)
1
仙
人
の
す
ま
い
に
青
龍
を
使
い
に
や
る
。

⑪
鴻
上
玉
狗
開
天
門
(
巻
一
 
緑
章
封
事
)
一
道
教
の
儀
式
を
詠
ん
だ
も
の
。
鴻
龍
と
玉

 
 
狗
は
天
門
を
守
る
獣
で
あ
る
。

⑫
曾
入
呉
潭
斬
龍
子
(
巻
一
 
春
坊
正
字
劒
子
歌
)
i
晋
の
周
処
の
故
事
(
伝
説
)
を
用

 
 
い
る
。

⑬
如
今
不
祭
龍
(
巻
二
 
馬
詩
二
十
三
首
其
九
)
i
龍
を
か
い
な
ら
し
た
麗
叔
安
の
故
事

 
 
を
用
い
る
。

⑭
座
上
眞
人
赤
龍
子
(
巻
二
 
焼
筆
舞
歌
)
1
赤
龍
子
は
漢
の
劉
邦
の
こ
と
。
劉
邦
は
母

 
 
が
龍
と
交
わ
っ
て
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
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6薄 井 信 治

⑮
猶
唱
水
中
龍
(
直
垂
 
王
溶
墓
下
作
)
1
晋
の
王
溶
の
童
謡
を
踏
ま
え
た
も
の
。

 
以
上
、
神
話
・
道
教
・
伝
説
・
伝
承
と
関
わ
る
龍
を
挙
げ
た
。
そ
の
他
に
、
神
話
や
伝
説
と

直
接
の
関
係
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
龍
を
実
物
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
次
章
の
「
比

喩
」
に
入
れ
て
も
よ
い
が
、
よ
り
実
在
感
が
強
い
の
で
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

⑯
松
渓
黒
水
新
龍
卵
(
巻
一

 
 
も
あ
る
が
、
取
ら
な
い
。

⑰
老
夫
飢
寒
垂
直
愁
(
巻
二

⑱
黄
河
泳
合
早
耳
死
(
巻
四

⑲
烹
龍
炮
鳳
油
脂
泣
(
十
四

三
 
比
喩
と
し
て
の
龍

南
園
十
三
首
其
十
二
)
1
龍
卵
を
ト
カ
ゲ
の
卵
と
す
る
説

老
夫
採
玉
歌
)

北
中
寒
)

將
進
酒
∀

 
龍
は
そ
の
特
異
な
形
態
・
神
秘
的
な
優
れ
た
能
力
・
空
を
飛
ん
だ
り
水
中
に
住
ん
だ
り
す
る

と
い
う
生
態
な
ど
に
よ
っ
て
、
詩
中
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
比
喩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
形
態
と
し
て
は
、
皮
膚
の
様
子
か
ら
樹
木
の
外
皮
に
た
と
え
ら
れ
、
全
体
の
様
子
か
ら
松
や

峰
な
ど
に
た
と
え
ら
れ
る
。

⑳
龍
皮
相
排
夏
(
巻
三
 
春
蹄
昌
谷
)
1
一
前
の
句
に
「
老
子
 
建
轟
の
如
し
」
と
あ
り
、

 
 
龍
皮
が
柏
樹
の
外
皮
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑳
老
桐
錯
幹
青
龍
愁
(
巻
四
 
在
方
來
題
皇
甫
混
先
輩
磨
)
1
桐
の
木
肌
。

⑫
細
束
龍
影
再
鋏
刀
藏
(
巻
四
 
五
粒
小
松
歌
)
一
詩
題
か
ら
松
を
詠
ん
だ
も
の
と
わ
か
る
。

 
 
松
を
龍
に
た
と
え
る
の
は
唐
詩
の
常
套
だ
が
、
こ
こ
で
は
龍
の
ひ
げ
だ
か
ら
松
葉
の
こ

 
 
と
で
あ
る
。

⑳
暦
紬
廻
界
複
畳
龍
(
巻
四
 
黙
晩
涼
)
i
か
さ
な
っ
た
龍
は
か
さ
な
り
あ
っ
た
峰
の
形

 
 
状
を
表
わ
す
。

⑳
遙
堤
龍
骨
冷
(
巻
一
 
同
沈
鮒
馬
賦
得
御
溝
水
)
l
I
溝
水
が
白
く
長
く
横
た
わ
っ
て
い

 
 
る
形
状
(
鈴
木
虎
雄
説
)
。

㊧
骨
出
似
飛
龍
(
買
血
 
悩
公
)
I
I
痩
せ
た
姿
を
言
う
。
古
楽
府
の
「
護
曲
面
」
に
「
飛

 
 
龍
は
薬
店
に
落
つ
 
骨
の
出
つ
る
は
只
だ
汝
が
為
な
り
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
飛

 
 
ん
で
き
た
龍
は
薬
屋
に
落
ち
て
骨
を
薬
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

龍
は
優
れ
た
能
力
か
ら
、
優
れ
た
人
物
や
優
れ
た
器
物
の
比
喩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑳
往
還
誰
是
龍
頭
人
(
巻
二
 
酒
罷
。
張
大
徹
索
贈
詩
。
時
謡
初
効
酪
幕
)
1
龍
頭
は
第

 
 
一
人
者
の
代
用
語
と
な
っ
て
い
る
。
三
国
魏
の
華
敵
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。

⑳
他
日
不
差
蛇
作
龍
(
巻
四
 
高
軒
過
)
1
一
曝
し
て
え
ら
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
言
う
。

⑳
君
看
母
筍
是
龍
材
(
巻
二
 
昌
谷
北
園
新
筍
四
首
其
一
)
1
龍
の
如
く
優
れ
た
材
器
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

⑳
西
風
未
起
悲
龍
稜
(
外
集
 
有
所
思
)
一
機
織
り
の
稜
を
美
し
く
言
っ
た
も
の
。

⑳
直
犯
龍
顔
請
恩
澤
(
巻
二
 
致
酒
行
)
1
龍
顔
は
天
子
の
か
お
。
神
秘
性
の
象
徴
で
も

 
 
あ
り
、
代
用
語
と
な
っ
て
い
る
。

ゑ
  馬
  を
  龍

  に
  た
  1

  る

  の
  は
  常
  套
  的

  で
  あ

  る
  カご

こ
れ
も
優
れ
た
能
力
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

⑳
梛
置
黄
金
解
龍
馬
(
巻
一
 
逡
沈
亜
之
歌
)
1
龍
馬
は
駿
馬
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
さ
ら

 
 
に
優
れ
た
才
能
の
人
物
に
た
と
え
る
。

⑫
龍
脊
貼
連
銭
(
巻
二
 
馬
詩
二
十
一
二
首
其
一
)
1
龍
馬
の
背
骨
。

⑬
如
今
不
豪
龍
(
巻
二
 
馬
詩
二
二
二
首
其
九
)
一
驚
黒
鼠
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。

⑳
走
龍
媒
(
巻
四
 
丁
丁
樂
)
一
龍
媒
は
天
馬
す
な
わ
ち
駿
馬
を
言
う
。

 
李
賀
の
詩
に
は
吼
え
た
り
飛
ん
だ
り
す
る
神
秘
的
な
剣
が
詠
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
龍
を
剣

の
比
喩
に
用
い
る
の
も
、
剣
が
持
つ
神
秘
的
な
能
力
を
表
わ
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
龍
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

剣
を
た
と
え
る
と
こ
ろ
に
は
「
道
教
に
お
け
る
神
剣
思
想
の
強
い
影
響
」
も
見
う
け
ら
れ
る
。

⑭
提
摘
玉
三
口
君
子
(
巻
一
 
雁
門
太
守
行
)
1
玉
龍
は
剣
に
雛
り
付
け
ら
れ
た
も
の
だ

 
 
が
、
こ
こ
で
は
剣
の
代
用
語
と
な
っ
て
い
る
。
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李賀詩における「龍」字について7

⑳
劒
龍
夜
叫
国
軍
間
(
巻
四
 
呂
將
軍
歌
)

⑯
舞
蚊
龍
(
巻
四
 
上
之
回
)
1
前
の
句
に
「
劒
匝
破
」
と
あ
り
、
剣
が
厘
を
飛
び
出
し

 
 
て
舞
う
、
す
な
わ
ち
剣
の
勢
い
を
た
と
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

龍
の
空
を
飛
び
、
水
に
住
む
と
い
う
生
態
か
ら
、

 
 
を
た
と
え
る
。

花
が
空
に
舞
う
さ
ま
や
冷
水
の
ゆ
ら
め
き

⑰
花
龍
盤
盤
上
紫
雲
(
巻
四
 
上
雲
樂
)
1
龍
の
よ
う
に
空
に
上
る
花
。

⑱
泳
洞
論
罪
牛
厘
水
(
外
集
補
遺
 
静
女
春
曙
曲
)
1
龍
の
よ
う
に
ゆ
ら
め
く
冷
水
。

龍
の
鳴
き
声
を
笛
の
奏
で
る
音
楽
の
比
喩
に
用
い
る
。
漢
の
馬
融
の
「
長
笛
賦
」
に
よ
る
。

⑳
吹
龍
笛
(
巻
四
 
將
進
酒
)
1
通
説
で
は
龍
の
鳴
く
よ
う
な
調
子
の
笛
の
こ
と
。

⑳
湘
江
牛
夜
龍
起
(
外
集
 
龍
夜
吟
)
1
二
句
目
に
「
高
櫻
 
夜
静
か
に
横
竹
を
吹
く
」

 
 
と
あ
る
。
横
竹
は
横
笛
で
あ
り
、
以
下
六
二
に
わ
た
っ
て
笛
の
音
の
描
写
に
な
っ
て
い

 
 
る
。
こ
の
一
句
だ
け
な
ら
ば
、
「
想
像
上
の
動
物
」
に
分
類
す
べ
き
だ
ろ
う
。

四
装
飾
と
し
て
の
龍

 
龍
の
模
様
は
も
と
も
と
造
形
的
で
絵
画
や
彫
刻
の
題
材
と
し
て
扱
わ
れ
や
す
く
、
ま
た
聖
な

る
も
の
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
装
飾
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
李
賀
の
詩
に
も
装
飾
と
し
て
画

か
れ
た
り
彫
ら
れ
た
り
し
た
龍
が
多
く
見
え
る
。

⑪
龍
頭
潟
酒
遜
酒
星
(
巻
一
 
卑
小
飲
酒
)
一
龍
の
頭
の
形
で
飾
っ
た
酒
の
容
器
。

⑫
盤
龍
整
鐙
鱗
(
巻
二
 
馬
詩
二
十
三
首
其
十
四
)
一
箱
製
の
鐙
。

⑬
戟
幹
横
龍
籏
(
巻
三
 
謝
秀
才
有
妾
縞
練
。
改
從
干
人
。
秀
才
引
留
之
不
得
。
後
生
感
憶
。

 
 
座
人
製
詩
嘲
請
。
賀
復
繊
四
首
其
四
)
1
簾
は
鐘
な
ど
を
掛
け
る
柱
の
こ
と
だ
が
、

 
 
 
 
 
 
ほ
こ

 
 
こ
こ
で
は
戟
の
柄
を
掛
け
て
い
る
。

⑭
龍
帳
着
魑
魅
(
巻
三
 
昌
谷
詩
)
1
龍
を
画
い
た
幕
。

⑮
煙
霧
灘
下
龍
(
巻
四
 
平
城
下
)
1
旗
に
画
か
れ
た
龍
。

⑯
銅
龍
醤
環
似
箏
力
(
巻
四
 
榮
華
樂
)
1
環
は
門
の
扉
に
付
い
て
い
る
獣
環
。
銅
製
の

 
 
龍
は
相
惚
っ
て
み
え
る
よ
う
に
彫
刻
し
て
あ
る
。

⑰
憂
前
岡
玉
作
蚊
龍
(
巻
四
 
三
皇
古
意
)
一
⊥
量
の
前
面
の
装
飾
。

⑱
帝
家
玉
龍
開
九
關
(
巻
四
 
沙
路
曲
)
1
天
子
の
宮
城
の
門
上
に
あ
る
玉
製
の
龍
。

⑳
早
期
笛
(
巻
四
 
將
客
選
)
1
通
説
は
龍
笛
を
龍
の
吟
ず
る
よ
う
な
笛
と
す
る
。
次
句

 
 
「
撃
竈
鼓
」
と
の
対
比
か
ら
龍
の
模
様
を
彫
り
付
け
た
笛
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑲
衰
龍
衣
鮎
荊
卿
血
(
外
集
 
白
虎
行
)
l
I
-
衰
龍
は
巻
龍
で
、
こ
の
模
様
は
天
子
の
衣
に

 
 
し
か
用
い
ら
れ
な
い
。

⑳
朗
龍
鱗
下
紅
型
折
(
外
集
 
箆
喬
使
者
)
一
罪
や
碑
に
彫
刻
さ
れ
た
劇
龍
。

五
 
物
名
と
し
て
の
龍

「
龍
」
の
字
が
物
の
名
の
一
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
。

⑪
龍
洲
無
木
舞
(
巻
二
 
感
課
五
首
其
一
)
1
地
名
。

⑫
黄
龍
就
別
意
(
巻
三
 
邊
秦
光
軸
北
征
)
一
城
塞
の
名
。

⑬
尋
箭
踏
盧
龍
(
巻
三
 
追
賦
書
江
潭
苑
四
首
其
四
V
i
山
名
。

⑭
龍
陽
恨
有
鯨
(
巻
三
 
釣
魚
詩
)
1
人
名
。

⑯
龍
門
起
断
姻
(
巻
四
 
洛
陽
城
外
別
皇
甫
混
)
1
峡
の
名
。

⑯
草
生
龍
披
下
(
外
集
 
莫
七
曲
V
l
破
の
名
。

⑰
七
五
淫
漢
旗
(
外
集
 
嘲
雪
)
1
地
名
。

⑱
鋼
合
碧
寒
龍
拶
凍
(
外
集
 
春
懐
引
)
1
香
料
の
名
。

⑲
龍
拶
入
縷
羅
杉
香
(
外
集
 
嘲
少
年
)
1
香
料
の
名
。

⑭
藥
嚢
革
製
理
髪
席
(
外
集
 
聴
.
 
穎
師
弾
琴
歌
V
l
一
草
の
名
。

六
 
詩
の
発
想
と
し
て
の
龍

 
龍
は
神
話
や
伝
説
か
ら
生
ま
れ
た
想
像
上
の
動
物
で
あ
る
か
ら
、
神
話
や
伝
説
を
題
材
と
し

主
題
と
し
た
詩
に
頻
出
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
龍
は
、
赤
帝
・
王
母
・
仙

妾
・
秦
妃
・
義
和
・
湘
妃
・
白
石
郎
・
秦
蛾
・
神
君
・
太
一
・
若
木
・
薄
書
・
上
帝
・
仙
人
居
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8薄 井 信 治

な
ど
の
神
仙
を
表
わ
す
語
と
と
も
に
神
話
的
伝
説
的
世
界
を
描
き
出
し
て
い
る
。

 
し
か
し
、
李
賀
の
龍
に
対
す
る
執
着
は
、
神
話
や
伝
説
と
は
関
係
の
薄
い
物
の
名
に
多
く
用

い
ら
れ
る
こ
と
に
か
え
っ
て
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
詩
の
中
で
、
李
賀
は
無
意
識
の
う
ち
に
「
龍
」

の
字
の
つ
い
た
物
を
選
ん
で
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

 
こ
の
よ
う
な
事
物
や
現
象
に
龍
を
見
い
だ
す
性
向
は
、
詩
の
中
に
あ
る
種
の
傾
向
と
し
て
現

わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
老
柏
」
「
老
桐
」
な
ど
の
年
を
経
た
樹
木
に
李
加
貝
は
龍
を
感
じ
取
っ

て
、
⑳
「
龍
皮
」
⑳
「
青
龍
」
と
言
う
。
ま
た
、
李
賀
に
と
っ
て
水
の
中
と
は
決
っ
て
龍
が
潜
ん
で

い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
⑥
「
涼
夜
 
波
間
 
古
龍
吟
ず
」
、
⑮
「
猶
ほ
唱
ふ
 
水
中
の
龍
」

と
い
う
ふ
う
に
、
水
中
で
龍
は
鳴
い
て
い
る
。
⑳
の
龍
は
「
湘
江
 
半
夜
龍
驚
き
起
」
っ
て
、

笛
の
音
を
表
わ
す
。
⑰
で
は
「
老
夫
 
飢
寒
 
龍
為
に
愁
ひ
、
藍
渓
の
水
気
 
清
自
無
し
」
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
ご

あ
る
よ
う
に
、
藍
渓
の
水
中
で
龍
は
飢
え
購
え
る
老
夫
の
た
め
に
愁
え
る
。
⑱
で
は
寒
さ
を
描

写
し
て
、
「
黄
河
 
氷
合
し
て
 
魚
龍
死
す
」
と
水
中
の
魚
や
龍
の
心
配
を
し
て
い
る
。
果
て
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
こ

⑱
「
氷
洞
々
龍
 
半
厘
の
水
」
と
匝
の
中
の
水
に
ま
で
龍
を
見
て
い
る
。
ま
た
、
⑫
で
は
「
先

輩
の
匝
中
 
三
尺
の
水
、
曽
て
碧
潭
に
入
り
て
龍
子
を
斬
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
三
尺
水
」
で

剣
を
た
と
え
、
そ
の
水
か
ら
の
連
想
で
呉
潭
に
潜
む
龍
を
導
き
出
し
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
水
と
龍
と
の
関
係
を
見
て
く
れ
ば
、
⑯
の
「
松
渓
黒
水
新
龍
卵
」
の
「
龍

卵
」
は
ト
カ
ゲ
の
卵
で
は
な
く
、
黒
水
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
龍
の
卯
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
⑳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

の
「
陛
を
逡
り
て
龍
骨
冷
た
し
」
の
「
龍
骨
」
は
王
埼
な
ど
の
言
う
瑚
の
石
よ
り
も
溝
水
の
横

た
わ
る
形
状
の
た
と
え
と
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
。

 
老
木
や
水
か
ら
龍
が
想
起
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
龍
か
ら
連
想
が
働
い
て
他
の
神
仙
や
妖

怪
を
導
き
出
す
こ
と
が
あ
る
。
神
話
的
伝
説
的
題
材
の
詩
で
は
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
る
の
で
、
⑭

「
龍
帳
 
魍
魅
を
着
く
」
の
前
後
を
引
い
て
み
よ
う
。

47

ﾒ
駕
棲
鷺
老

48

ﾌ
宮
椒
壁
杷

49

ヱ
?
迫
驪
ｿ

50

?
b
磯
涼
思

51

A
藤
束
朱
鍵

52

ｴ
帳
着
魍
魅

53

ﾉ
錦
帖
花
樫

駕
を
待
っ
て
 
棲
欝
老
い

 
 
 
 
 
く
つ

故
宮
 
椒
壁
回
る

鴻
瀧
と
し
て
 
数
鈴
響
き

羅
臣
 
涼
思
 
発
す

陰
藤
 
朱
鍵
を
束
ね

龍
帳
 
三
論
を
着
く

碧
錦
 
 
図
引
を
干
し

54

￥
ﾖ
事
残
貴

55

ﾌ
塵
轟
木
在

56

荘
賜
ｷ
混
載

舞歌此
糸多淫ii蔓

長世理
雲木貴
に在に
躍り事
た ふ
り

(
巻
三
 
昌
谷
詩
)

 
4
8
「
故
宮
」
は
嘉
事
宮
の
こ
と
。
李
加
貝
自
身
の
注
に
「
福
昌
宮
は
谷
の
東
に
在
り
」
と
あ
る
。

引
用
し
た
警
句
は
福
昌
宮
の
こ
と
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。
福
長
宮
は
随
の
蝪
帝
が
建
て
た
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
づ

を
唐
の
顕
慶
二
年
(
六
五
七
年
)
に
復
興
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
故
宮
 
椒
壁
以
る
」
と
あ

る
と
こ
ろ
が
ら
す
る
と
、
詩
の
作
ら
れ
た
こ
ろ
に
は
ま
た
打
ち
棄
て
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
「
万

万
 
朱
鍵
を
束
ね
、
龍
帳
 
魑
魅
を
着
く
」
も
後
の
句
同
様
に
福
昌
盛
の
打
ち
棄
て
ら
れ
、
荒

廃
し
た
様
子
を
表
わ
し
て
い
る
。
「
陰
茎
」
は
日
陰
の
藤
、
「
朱
鍵
」
は
朱
塗
り
の
門
関
の
錠
、

「
龍
帳
」
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
龍
を
画
い
た
幕
、
「
魅
魅
」
は
魍
が
山
の
精
、
魅
が
老
物
の

精
で
ど
ち
ら
も
妖
怪
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。
荒
れ
果
て
た
古
い
宮
殿
の
描
写
と
は
い
え
、
こ
の
妖

怪
の
登
場
は
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
あ
る
。
こ
の
「
趙
魅
」
は
や
は
り
「
龍
帳
」
の
龍
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
「
老
夫
探
雑
歌
」
(
巻
二
)
の
龍
は
他
の
妖
怪
を
導
き
出
し
は
し
な
い
が
、
本
来
の
主
題
と
は

そ
ぐ
わ
な
い
表
現
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

老
夫
探
玉
歌

採
玉
採
玉
須
三
碧

琢
作
歩
揺
徒
好
色

老
夫
飢
寒
龍
爲
愁

藍
渓
水
氣
無
清
白

夜
雨
岡
頭
食
藁
子

杜
鴫
口
血
老
夫
涙

藍
渓
之
水
厭
生
人

身
死
千
年
恨
渓
水

斜
山
柏
風
雨
如
囎

泉
脚
桂
縄
青
裏
臭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

玉
を
採
る
 
玉
を
採
る
 
水
江
を
須
つ

琢
き
て
歩
揺
と
作
す
も
 
徒
だ
好
色
の
み

老
夫
 
飢
寒
 
龍
為
に
愁
ひ

藍
渓
の
水
気
 
清
白
無
し

夜
雨
 
岡
頭
に
 
藁
子
を
食
ふ

杜
鴫
の
口
血
 
老
夫
の
涙

藍
渓
の
水
 
生
人
に
厭
く

身
死
し
て
 
千
年
 
渓
水
を
恨
む

 
 
 
 
 
 
 
う
そ
ぶ

斜
山
の
柏
風
 
雨
囎
く
が
如
し

泉
脚
 
縄
を
桂
く
 
青
 
裏
臭
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李闘詩における「龍」字について9

村
寒
白
屋
念
嬌
嬰
 
 
村
寒
く
 
白
屋
 
嬌
嬰
を
念
ふ

古
吉
室
石
燈
懸
腸
草
 
 
古
台
の
石
燈
 
懸
腸
草

 
こ
の
詩
は
明
ら
か
に
人
民
の
苦
役
を
調
刺
す
る
意
図
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
老
夫
」
を

詠
む
の
は
、
少
壮
の
者
が
す
で
に
死
に
絶
え
て
い
て
、
老
人
も
労
役
か
ら
免
れ
ら
れ
な
い
か
ら

 
 
 
 
 
 
 
 

だ
と
天
文
隻
は
言
う
。
老
夫
が
辛
い
思
い
を
し
て
採
っ
た
玉
は
「
琢
き
て
歩
揺
と
作
す
も
 
徒

だ
好
色
の
み
」
と
あ
る
よ
う
に
髪
飾
り
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
暗
に
唐
朝
が
玉
を
貴
ん

だ
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
貧
し
い
老
夫
の
「
飢
え
寒
え
」
て
苦
し
い
様
子
は
「
夜

雨
 
鳶
頭
に
 
面
子
を
食
ふ
、
過
重
の
口
血
 
老
夫
の
涙
」
で
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

 
で
は
、
そ
れ
以
外
の
句
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
「
柔
順
の
水
 
生
人
に
厭
く
、

身
死
し
て
 
千
年
 
渓
水
を
恨
む
」
は
玉
を
採
る
者
た
ち
の
悲
し
い
運
命
を
詠
ん
で
い
る
。
こ

の
「
藍
渓
の
水
 
生
人
に
厭
く
」
は
お
そ
ら
く
班
固
『
東
都
賦
』
の
「
原
野
は
人
の
肉
に
厭
き
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら

川
谷
は
人
の
血
を
流
せ
り
」
を
典
故
と
す
る
表
現
で
あ
る
。
『
東
都
賦
』
で
は
王
芥
の
乱
に
よ
る

大
量
の
戦
死
者
の
こ
と
を
誇
張
し
て
表
わ
し
て
い
る
が
、
李
賀
の
詩
で
は
玉
を
採
る
工
夫
た
ち

の
多
量
の
死
を
言
う
。
「
人
之
肉
」
は
死
体
や
死
人
の
こ
と
で
あ
る
。
「
生
人
」
は
生
民
す
な
わ

ち
人
民
の
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
生
き
て
い
る
人
の
こ
と
で
も
あ
る
。
「
原
野
は
人
の
肉
に
厭
き
、

川
谷
は
人
の
血
を
流
せ
り
」
を
一
句
に
ま
と
め
、
死
人
を
生
き
て
い
る
人
に
置
き
か
え
た
こ
の
表

現
は
い
か
に
も
李
賀
ら
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
身
死
し
て
 
千
年
 
渓
水
を
恨
む
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
李
賀
独
特
の
嗜
好
を
持
っ
た
句
が
続
く
。
「
渓
水
を
恨
」
み
続
け
る
の
は
明
ら
か
に
死
者

で
あ
る
。
亡
霊
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
調
刺
の
意
図
を
持
っ
た
詩
句
が
い
っ
ぺ
ん
に
不
気
味

な
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
と
な
り
、
調
刺
の
意
味
合
い
は
薄
れ
て
く
る
。

 
最
後
の
四
句
で
も
、
な
に
よ
り
も
強
く
心
に
残
る
の
は
怪
奇
で
陰
惨
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

人
が
う
そ
ぶ
い
て
い
る
よ
う
に
ふ
り
し
き
る
雨
、
泉
水
の
し
た
た
る
辺
り
に
掛
け
ら
れ
揺
れ
て

い
る
縄
、
村
の
寒
々
と
し
た
情
景
、
み
す
ぼ
ら
し
い
か
や
ぶ
き
の
家
。
か
わ
い
ら
し
い
赤
ん
坊

も
見
て
く
れ
る
人
も
な
く
、
た
っ
た
一
人
で
泣
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
草
の

名
の
「
懸
腸
草
」
で
さ
え
「
は
ら
わ
た
を
懸
け
る
」
と
い
う
不
気
味
な
イ
メ
ー
ジ
を
内
包
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
描
写
か
ら
は
老
夫
の
悲
惨
な
生
活
よ
り
も
怪
奇
で
陰
惨
な
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

 
こ
の
よ
う
に
表
現
が
三
三
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
き
っ
か
け
が
「
龍
」
に
あ
る
と
考
え
る
。
美

玉
の
採
取
で
き
る
藍
渓
に
龍
に
関
す
る
伝
説
は
特
に
な
い
の
で
、
こ
の
龍
は
李
賀
の
想
像
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ

ろ
う
。
呉
正
子
は
「
龍
も
亦
た
為
に
愁
ふ
 
況
ん
や
人
に
於
い
て
を
や
」
と
言
い
、
抑
揚
表
現

の
た
め
に
龍
を
出
し
た
と
考
え
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
龍
は
「
藍
渓
の
水
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
よ
っ
て
想
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
王
埼
が
言
う
よ
う
に
、
老
夫
が
玉
を
採
る
た

め
に
水
の
中
に
入
り
、
掻
き
回
す
こ
と
で
、
水
中
の
龍
も
老
夫
の
飢
え
寒
え
な
が
ら
の
騒
ぎ
を

愁
え
、
身
も
だ
え
し
て
水
を
濁
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
「
無
清
白
」
も
「
水
に
入
り
て
玉
を
取
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

恥
毛
に
昏
濁
す
る
な
り
」
(
呉
正
子
)
や
「
水
混
濁
し
、
明
ら
か
に
採
り
難
き
な
馳
」
(
曽
益
)

と
い
う
ふ
う
に
、
玉
を
採
る
作
業
の
困
難
さ
を
表
現
し
た
も
の
と
だ
け
と
る
の
で
は
な
く
水
中

に
実
際
に
い
る
龍
が
撹
拝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
濁
っ
て
し
ま
う
と
解
釈
す
る
。
そ
の
よ
う
に
、

「
水
」
か
ら
の
連
想
に
よ
っ
て
想
像
し
た
龍
を
実
体
化
さ
せ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
後
の
詩
句
の
展

開
に
関
わ
っ
て
怪
奇
な
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
寄
せ
、
通
常
の
調
刺
詩
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

七
 
お
わ
り
に

 
一
一
の
詩
は
、
一
句
ご
と
に
つ
な
が
り
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
ほ
ど
イ
メ
ー
ジ
に
飛
躍
が
あ

る
。
そ
れ
が
三
賀
詩
の
難
解
さ
の
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
独
特
の
連
想
に

よ
る
想
像
の
展
開
に
慣
れ
て
く
る
と
、
怪
奇
な
イ
メ
ー
ジ
の
連
続
が
一
種
の
必
然
性
を
持
つ
こ

と
に
気
が
つ
く
。

 
「
龍
」
の
字
を
み
て
い
く
と
、
こ
こ
に
も
李
賀
独
自
の
想
像
の
飛
躍
や
屈
折
が
現
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
本
稿
で
は
龍
が
何
か
ら
発
想
さ
れ
る
か
、
そ
し
て
何
を
導
き
出
す
か
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
拝
賀
が
好
ん
で
取
り
上
げ
る
神
仙
や
妖
怪
を
見
直
し
て
い
け
ば
、
「
全
く

常
人
と
は
異
な
る
」
と
言
わ
れ
る
発
想
法
を
さ
ら
に
深
く
探
る
こ
と
が
で
き
、
解
釈
不
能
扱
い

を
さ
れ
て
き
た
詩
句
を
解
く
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
 
(
注
)

底
本
に
は
三
三
注
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
(
世
界
三
局
)
を
使
用
し
た
。

！
 
鈴
木
虎
雄
注
釈
『
李
長
吉
歌
詩
集
 
上
』
(
岩
波
書
店
)
五
十
五
頁
。

2
 
森
瀬
三
三
「
三
賀
に
お
け
る
道
教
的
側
面
」
(
『
日
本
中
國
學
會
報
 
第
二
十
八
集
』
)
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王
埼
注
に
は
「
龍
骨
。
似
指
溝
邊
瑚
石
」
(
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
巻
一
)
と
あ
る
。

「
少
壮
殆
蓋
。
看
奎
不
免
。
」
(
挑
文
愛
注
『
昌
谷
詩
集
注
』
巻
二
)
(
世
界
書
局
)

班
固
『
東
都
賦
』
(
『
文
選
』
巻
こ
に
は
「
往
者
王
萎
逆
。
漢
酢
中
鉄
。
天
人
致
諌
。

六
合
相
滅
。
干
時
之
乱
。
生
人
幾
亡
。
鬼
神
混
絶
。
整
無
完
枢
。
郭
岡
遺
室
。
原
野
厭

人
之
肉
。
川
谷
流
人
之
血
。
秦
項
之
災
。
猶
不
克
牛
。
」
と
あ
る
。
「
原
野
厭
人
之
肉
。

川
谷
流
人
之
血
」
は
楊
雄
の
『
法
言
』
「
淵
蕎
巻
第
十
一
」
に
よ
っ
て
い
る
。

原
田
憲
雄
氏
は
、
李
賀
は
「
水
」
と
「
死
」
の
二
つ
を
同
時
に
組
合
わ
す
こ
と
が
多
く
、

そ
れ
は
単
な
る
嗜
好
を
こ
え
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
『
李
賀
論
考
』
「
十
二

月
樂
僻
」
三
百
五
十
五
頁
。
(
朋
友
書
店
)

「
忍
飢
寒
而
採
玉
。
龍
而
爲
愁
。
況
於
人
乎
。
」
(
呉
正
子
箋
註
『
唐
李
長
吉
歌
詩
』
巻

二
)
(
汲
古
書
院
)

「
詩
言
玉
産
藍
漢
水
中
。
因
採
玉
而
致
藍
渓
亦
不
能
安
静
。
不
特
役
夫
受
飢
寒
之
累
。
即

水
中
之
龍
亦
愁
其
騒
擾
。
至
干
漢
水
爲
其
翻
掩
。
有
渾
濁
而
無
清
白
 
。
」

「
無
清
白
。
言
入
水
取
玉
。
水
爲
昏
濁
也
。
」

「
無
清
白
。
水
混
濁
。
明
探
難
也
。
」
(
曽
益
注
『
李
賀
詩
解
』
巻
二
)
(
世
界
書
局
∀

鈴
木
虎
雄
『
李
長
吉
歌
詩
集
 
上
』
解
説
。
二
十
九
頁
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
平
成
元
年
九
月
二
十
日
受
理
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
国
語
教
室
)
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